
、-寝台特急トラベルダイアリ

一札幌駅四番線から三度乗車した女一

子寿野大

二
O
一
五
年
二
月
一
二
日
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
「
豪
華
寝
台
特
急
『
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
が
引
退
す
る
三
月
一
一
一
日
の
最
終
列
車
の
切
符
が
、
一
カ
月
前
に
当
た
る
一
二
日

〔
中
略
〕
午
前
一

O
時
の
受
け
付
け
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
に
完
売
し
た
」
と
い
う
。
札
幌

l
大
阪
間
一
五

O
八
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
二
二
時
間
五

O
分
か
け
て
走
る
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
。
一
九
八
九
年
七
月

よ
り
四
半
世
紀
を
越
え
、
日
本
海
の
日
暮
れ
と
夜
明
け
の
幻
想
的
な
風
景
や
、
ス
ピ
ー
ド
化
し
て
い
く
現
代

社
会
に
お
け
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
醍
醐
味
を
提
供
し
続
け
て
く
れ
た
寝
台
列
車
が
引
退
す
る
。
車
両
の
老
朽

化
や
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の
電
圧
変
更
等
の
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
二

O
世
紀
の
灯
が
ま
た
ひ
っ
そ
り
と
消
え

3

ス
リ

1
ナ
イ
ン

4

て
い
く
寂
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
『
ジ
ム
ボ
タ
ン
』
や
『
銀
河
鉄
道
9
9
9
』
を
見
て
育

ち
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
『
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
殺
人
』
を
読
み
ふ
け
っ
た
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
札
幌
|
上
野
聞
を
走
る
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
や
「
カ
シ
オ
ベ
ア
」
も
、
北
海
道
新
幹

線
二

O
一
六
年
三
月
開
業
に
む
け
、
引
退
の
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
こ
で
少
し
だ
け
、
自
ら
の
旅
の
思

い
出
を
振
り
返
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
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深
緑
の
ボ
デ
ィ
に
丸
い
ピ
ン
ク
の
ヘ
ッ
ド
マ

l
ク
(
図
1
)
。
一

O
両
編
成
(
電
源
車
両
込
)
、
定
員
二
二

O
名
と
い
わ
れ
る
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
一
号
車
と
二
号
車
に
は
、
「
ス
イ
l
ト
」
ル

l
ム
二

室
を
含
む
一

O
室
の
み
と
い
う
、

B
寝
台
(
二
段
式
コ
ン
バ
ー
ト
メ
ン
ト
)
と
は
趣
を
異
に
す
る
賛
沢
な
空

間
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
二

O
一
四
年
九
月
七
日
、
二
台
の
青
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
牽
引
さ
れ
た
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
」
が
、
会
話
が
聞
き
取
れ
な
く
な
る
ほ
ど
の
轟
音
と
共
に
札
幌
駅
四
番
線
に
入
線
し
て
き
た
(
図

2
)
o
A
寝
台
車
両
の
窓
辺
に
灯
る
ア
l
ル
・
ヌ
l
ヴ
ォ

l
風
の
曲
線
的
フ
オ
ル
ム
の
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
が
、

ホ
l
ム
の
鉄
道
フ
ァ
ン
達
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
ぴ
る
そ
の
横
を
す
り
ぬ
け
、
緑
色
の
械
部
也
に
迎
え
ら
れ
て
一

号
車
に
乗
車
し
た
。

A
ー
五
号
室
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
は
つ
一
畳
ほ
ど
の
一
人
用
個
室
(
二
名
使
用
可
)
で
、
深
緑

色
の
長
椅
子
兼
ベ
ッ
ド
、
布
張
り
の
背
も
た
れ
付
き
一
人
掛
け
椅
子
に
地
模
様
入
り
の
カ
ー
テ
ン
が
、
ホ
テ

ル
の
一
室
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
窓
辺
の
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ま
る
で
一
輪
の
花
の

よ
う
な
あ
の
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
が
灯
る
(
図
3
)
。
超
人
気
の
展
望
ス
イ
l
ト
で
は
な
い
が
、
気
ま
ま
な
一
人



図3 花を象ったテーブルランプが図2 道内を牽引する「鼻先の長いJ青色ディゼ図1 髪と羽と衣をたなびかせラッパを
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る。

旅
に
は
こ
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
で
十
分
で
あ
る
。
進
行
方
向
側
の
壁
に
は
、
ス
リ
ム
な
ク
ロ

l
ゼ
ッ
ト
と
テ
レ

ピ
に
扉
が
一
つ
。
そ
の
扉
を
開
け
る
と
、
半
畳
ほ
ど
の
空
間
に
、
シ
ャ
ワ
ー
と
収
納
式
洗
面
台
と
収
納
式
ト

イ
レ
が
機
能
的
に
備
わ
っ
て
い
た
(
図
4
)
。
西
村
京
太
郎
フ
ァ
ン
な
ら
こ
の
五
号
室
が
、
『
豪
華
特
急
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
殺
人
事
件
』
(
一
九
九
二
年
)
の
最
初
の
殺
人
事
件
の
現
場
と
な
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
小
説

の
舞
台
と
な
っ
た
空
間
で
過
ご
す
旅
の
始
ま
り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

一
四
時
O
五
分
、
定
刻
通
り
に
札
幌
を
発
車
。
南
千
歳
、
苫
小
牧
と
停
車
し
、
そ
こ
か
ら
先
は
登
別
、
東

室
蘭
、
伊
達
紋
別
、
洞
爺
、
長
万
部
、
八
雲
、
森
と
、
右
側
に
は
白
樺
の
木
立
、
左
側
に
は
内
浦
湾
が
広
が

る
自
然
豊
か
な
風
景
が
続
く
。
そ
の
車
窓
の
風
景
を
特
別
な
も
の
へ
と
仕
立
て
て
く
れ
る
の
が
、
あ
の
濡
酒

な
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
で
あ
る
(
図
5
)
。
夕
闇
迫
る
中
、
函
館
の
一
戸
つ
手
前
の
五
稜
郭
駅
で
「
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
」
は
、

J
R
北
海
道
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
専
用
の
も
の
へ
と
機
関
車
を
付
け
替
え
、
進
行

方
向
を
反
転
さ
せ
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
へ
と
滑
り
込
ん
だ
。
一
九
時
半
か
ら
デ
ィ
ナ
ー
を
予
約
し
て
い
る
三
号

ダ

イ

ナ

l

プ

レ

ヤ

デ

ス

車
「
巴
H
Z何
回
目
、
一
何
回
〉
ロ
見
出
」
(
食
堂
す
ば
る
)
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
配
し
た
壁
の
向
こ
う
に
、
金
で
縁

取
り
さ
れ
た
間
接
照
明
が
い
く
つ
も
灯
り
、
カ
ー
テ
ン
の
柔
ら
か
い
曲
線
や
頭
上
の
金
の
荷
物
棚
と
共
に

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

豪
華
な
空
間
を
演
出
し
て
い
た
(
図
6
、
7
)
。
そ
こ
で
の
食
事
を
よ
り
特
別
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
の
が
、

高
品
質
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
香
り
と
、
「
大
野
様
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
い
う
列
車
ク
ル

l
兼
ウ
ェ
イ
タ
l

の
見
え
な
い
お
も
て
な
し
で
あ
る
。
美
し
い
風
景
を
眺
め
な
が
ら
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
ナ
ー
を
期
待

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
時
間
は
ち
ょ
う
ど
ト
ン
ネ
ル
の
中
。
青
い
坑
内
灯
が
後
ろ
へ
通
り
過
ぎ
る
だ
け

の
単
調
で
退
屈
な
車
窓
だ
っ
た
。
す
る
と
、
ク
ル

l
の
一
人
が
、
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ン
プ
は
青
で
す

が
、
中
間
地
点
だ
け
が
緑
色
な
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
，
満
席
で
忙
し
い
仕
事
の
中
、
た

っ
た
一
個
の
緑
色
ラ
ン
プ
が
見
え
る
一
瞬
を
「
ハ
イ
ツ
」
と
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
に

感
動
し
た
。
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
一
瞬
す
ぎ
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
は
、
口
が
裂
け
て
も
い
え
そ
う
に

な
い
。
列
車
は
漆
黒
の
本
州
へ
と
上
陸
し
、
一
一
一
一
時
頃
、
青
森
駅
で
再
び
陸
路
用
の
電
気
機
関
車
に
付
け
替

え
、
進
行
方
向
を
再
び
反
転
さ
せ
て
奥
羽
本
線
を
走
り
出
し
た
。

実
は
五
稜
郭
も
青
森
も
、
機
関
車
を
付
け
替
え
乗
務
員
が
交
代
す
る
だ
け
の
停
車
で
あ
り
、
客
の
乗
降
は
、
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間
抑
制

J

洞
爺
(
北
海
道
)
を
一
六
時
三
三
分
に
発
車
し
て
、
翌
朝
四
時
四
O
分
に
新
津
(
新
潟
)
に
停
車
す
る
ま
で

枇
汗
闘
訓
不
可
能
な
の
だ
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
日
本
海
の
海
辺
も
、
こ
の
上
り
大
阪
行
き
で
は
そ
の
大
半
が
真
夜
中

広一
d
A
ロ-』
L
L
ド
l

市
川
骨
和
一
作
献
の
通
過
で
あ
る
。
海
辺
の
薄
ら
明
か
り
時
が
楽
し
め
る
、
下
り
札
幌
行
き
に
人
気
が
集
中
す
る
の
も
そ
の
た

れ
効
ら
ト
ス

代
打
川
一
明
ト
め
だ
。
部
屋
の
深
緑
色
の
長
椅
子
を
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
に
し
つ
ら
え
、
う
と
う
と
し
て
い
た
真
夜
中
の
暗

闇
哨
叩
化
叫
が
り
の
中
、
通
過
し
て
い
く
小
さ
な
駅
の
名
前
が
偶
然
目
に
入
っ
た
。
「
羽
後
亀
田
」
。
ど
う
や
ら
秋
田
駅
を

刊
前
型
町
ワ

円
以
一
町
一
品
川
通
過
し
て
羽
越
本
線
に
入
っ
た
ら
し
い
o

松
本
清
張
『
砂
の
器
』
(
一
九
六
一
年
)
で
殺
人
事
件
捜
査
中
の
今

臨
制

U
肝
伽
西
刑
事
が
、
「
カ
メ
ダ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
手
が
か
り
に
行
き
着
い
た
場
所
だ
。
福
岡
出
身
の
筆
者
に
は
、
秋

田
は
実
は
こ
の
日
が
は
じ
め
て
。
西
村
京
太
郎
や
松
本
清
張
の
小
説
世
界
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、

レ
ト
ロ
な
列
車
に
揺
ら
れ
て
束
の
間
の
眠
り
へ
と
落
ち
て
い
っ
た
。

朝
食
は
六
時
四
五
分
か
ら
の
予
約
を
し
た
。
「
上
り
列
車
で
朝
食
を
楽
し
み
な
が
ら
夜
明
け
の
日
本
海
が
眺

め
ら
れ
る
時
間
帯
」
だ
と
い
う
、
列
車
ク
ル

l
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
た
の
だ
。
「
先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ

と
な
り
」
だ
。
さ
て
、
長
岡
に
停
車
し
た
五
時
半
頃
に
目
覚
め
て
後
、
寝
台
列
車
に
揺
ら
れ
る
心
地
よ
き
が

瞬
時
に
焦
り
へ
と
変
わ
っ
た
。
ガ
タ
ゴ
ト
と
揺
れ
る
列
車
内
で
化
粧
を
す
る
こ
と
の
な
ん
と
難
し
い
こ
と
か
。

都
内
の
地
下
鉄
車
内
で
も
平
気
で
化
粧
を
し
て
い
る
マ
ナ
l
違
反
の
女
性
が
よ
く
い
る
が
、
こ
の
時
ば
か
り

は
そ
の
人
達
の
匠
の
技
を
思
い
知
っ
た
。
海
へ
の
眺
望
が
一
気
に
聞
け
、
明
る
い
朝
の
海
辺
を
楽
し
み
始
め

た
あ
た
り
で
直
江
津
に
停
車
。
そ
の
直
後
に
食
堂
車
で
朝
食
を
開
始
し
、
七
時
頃
、
糸
魚
川
を
通
過
し
て
い

っ
た
。
朝
食
後
、
部
屋
に
戻
る
通
路
の
途
中
、
関
西
弁
の
車
掌
が
「
ス
タ
ン
プ
出
し
て
ま
す
よ
」
と
話
し
か

け
て
き
た
。
二

O
一
四
年
は
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
開
業
二
五
周
年
記
念
の
年
で
、
各
停
車
駅
の
ス
タ
ン
プ
ラ

サ

ロ

ン

デ

ユ

リ
l
を
開
催
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
各
駅
に
下
車
し
な
く
て
も
、
四
号
車
サ
ロ
ン
カ

l

「印〉
F
C
Z
口
口

Z
O河
口
」
(
フ
ラ
ン
ス
語
で
北
の
談
話
室
)
に
駅
ス
タ
ン
プ
を
す
べ
て
集
め
で
、
朝
方
に
時
間
を
区
切
っ
て
置

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
(
図
8
)
。
こ
れ
か
ら
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
の
で
、
長
蛇
の
列
に
並
ば
ず
ス
タ
ン

プ
を
押
す
の
な
ら
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
お
ス
ス
メ
と
い
う
、

A
寝
台
乗
客
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
親
切
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
も
ち
ろ
ん
素
直
に
従
っ
た
(
図
9
)
。

部
屋
に
戻
り
、
富
山
、
高
岡
と
停
車
す
る
度
に
、
窓
の
外
の
駅
ホ
l
ム
を
行
き
か
う
通
勤
風
景
の
日
常
と
、

図5 曲線豊かなテーブルランプが車窓の豪華な額縁と
なる。ウエルカムドリンクの小樽ワインと共に。ただし
ワインクラスはブ伊ラスチック。

図6 食堂車「ダイナー・プレ
ヤデス」入口付近の美しいステ
ンドグラス。右上に金の荷物欄。
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寝
台
車
室
内
の
非
日
常
的
空
間
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
楽
し
め
た
。
外
で
は
人
が
足
早
に
歩
い
て
い
る
。

ま
っ
た
り
と
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
そ
も
そ
も
件
当
日

m
Eと
は
、
日
の
出
前
や
日
没
後
の
薄
ら
明
か
り
の
こ
と

を
指
す
。
円
円
山
岳
巳

m
Eと
E
1釘
宮
の
聞
を
「
行
っ
た
り
来
た
り
」
す
る
こ
の
時
空
間
が
、
列
車
名
「
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
は
有
名
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
列
車
が
乗
客
を
行

っ
た
り
来
た
り
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
ど
う
も
光
と
閣
の
間
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
小
説
世
界
と
現
実
世

界
、
小
説
世
界
と
小
説
世
界
、
日
常
と
非
日
常
、
現
実
と
夢
、
平
凡
と
豪
華
、
現
在
と
過
去
、
内
と
外
。
そ

ん
な
幾
重
も
の
行
っ
た
り
来
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
は
行
く
、
と
い
え
ば
、
こ
れ
ぞ

旅
の
ロ
マ
ン
:
:
:
と
は
い
え
列
車
そ
の
も
の
が
実
は
、
慣
性
の
法
則
に
支
配
さ
れ
て
時
空
を
移
動
す
る
(
あ

る
意
味
)
非
日
常
の
カ
タ
マ
リ
で
あ
り
、
停
車
駅
で
扉
が
開
い
た
時
に
の
み
日
常
と
連
結
す
る
、
と
で
も
い

っ
て
し
ま
え
ば
旅
の
ロ
マ
ン
も
半
減
か
:
:
:
な
ど
と
空
想
し
な
が
ら
よ
う
や
く
金
沢
に
到
着
し
た
八
時
五

ノ
に
い
ラ

.
M
M
i
M

一
分
、
電
光
掲
示
板
の
「
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
」
の
文
字
が
目
に
入
っ
た
。
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

ヂ
腕
臨
ト
恥
の
大
阪
着
は
約
四
時
間
後
の
一
二
時
五
三
分
。
と
こ
ろ
が
「
サ
ン
ダ
l
バ
l
ド
」
な
ら
二
時
間
半
で
到
着
す

ン
し
が
の
抑

間
一
時
一
戸
以
内
棚
る
。
い
く
ら
豪
華
寝
台
特
急
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
る
時
代
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
な
い
。
実
際
「
ト
ワ
イ
ラ

「
「
時
刀
恥
岬
イ
ト
」
は
こ
こ
金
沢
か
ら
大
阪
に
到
着
す
る
ま
で
、
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
に
追
い
越
さ
せ
る
た
め
だ
け
に
、
小

力
問
て
を
庁
仏

政
蜘
肌
侃
…
い
き
な
駅
に
二
、
三
回
停
車
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
度
ご
と
の
車
掌
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
心
に
響
い
た
。
「
後
か

明
一
い
側
噌
一
回
ら
来
る
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
に
道
を
譲
り
ま
す
。
」
や
は
り
こ
こ
で
も
老
兵
は
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
0

8
凡

差

。

ブ

図
一
段
る
ン
さ
て
、
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
は
上
り
も
下
り
も
敦
賀
に
は
停
車
す
る
の
だ
が
、
こ
の
上
り
だ
け
の
醍
醐
味

間
金

F
f
は
、
敦
賀
で
の
機
関
車
連
結
作
業
見
学
だ
。
青
森
か
ら
敦
賀
ま
で
、
奥
羽
、
羽
越
、
信
越
、
北
陸
と
牽
引
し

時

ン

ヲ

官

。

れ
別
冊
一
世
恥
て
い
た
深
緑
の
電
気
機
関
車
が
、

J
R
東
日
本
管
内
の
長
旅
を
終
え
て
切
り
離
さ
れ
る
(
図
叩
)
。
「
長
い
間

的
抑
止
1
制
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
、
ホ
ー
ム
じ
降
り
た
乗
客
か
ら
の
掛
け
声
に
は
、
青
森
|
敦
賀
間
約
一

0
0
0
キ
ロ

.
，
富
子

J
q
t
J

一

ぷ
均
一
月
一
柑
の
「
長
い
距
離
」
と
、
「
平
成
と
共
に
今
ま
で
走
っ
て
く
れ
て
」
と
い
う
意
味
と
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
に
思

下
可
骨
謂
ト

州
耕
一
耳
切
明
わ
れ
た
o

ほ
ど
な
く
し
て
車
両
基
地
か
ら
や
っ
て
く
る
同
型
別
ナ
ン
バ
ー
の
機
関
車
に
付
け
替
え
ら
れ
、
一

刊
げ
糊
寸
融

O
時
五
二
分
に
列
車
は
敦
賀
を
発
車
し
、

J

R
西
日
本
管
内
湖
西
線
へ
と
突
入
し
て
っ
た
。
敦
賀
を
発
車
L

l
l
h
ツ
P
つ
世
田
明
一

国
都
一
割

4
釧
て
す
ぐ
の
名
所
は
、
鳩
原
の
ル

1
プ
線
で
あ
る
。
解
説
希
望
者
は
サ
ロ
ン
カ
l
に
集
め
ら
れ
、
一
度
通
っ
た

図7 rトワイライトエクスフ.レス」でのテ‘イナ一
風景。

内
で
は
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図11 列車の深緑のボテ宇イには、ヘッドマークと 図10 本州を牽引する深緑の電気機
同じ、髪と羽と衣をたなびかせラッパを奏でる女 関車。敦賀での連結作業中。
神2人に縁どられたTwilightExpressのマーク。

線
路
の
上
を
通
過
す
る
目
印
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
ル
ー
プ
親
を
通
過
し
た
。
大
き
な
カ
メ
ラ
を
首
か
ら

下
げ
た
鉄
道
マ
ニ
ア
や
、
「
銀
河
鉄
道
9
9
9
〕
の

T
シ
ャ
ツ
を
着
た
男
の
子
の
会
話
は
と
て
も
マ
ニ
ア
ッ
ク

で
つ
い
て
い
け
な
い
感
じ
も
し
た
が
、
そ
の
人
達
の
言
葉
の
端
々
に
は
、
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
に
乗
れ
た
と
い

う
幸
福
感
が
漂
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
左
手
に
琵
琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
大
津
京
を
通
過
じ
て
、
京
都
、
新

大
阪
。
そ
し
て
「
い
い
日
旅
立
ち
」
を
B
G
M
に
、
終
点
大
阪
へ
と
到
着
し
た
(
図
日
)
。
き
て
、
竹
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
名
は
、
ニ

O
一
七
年
開
業
予
定
の
J
R
西
日
本
超
豪
華
寝
台
列
車
「
叶
三

E
一宮

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

間
内
胃

2ω
瑞
風
」
に
引
き
継
が
れ
る
の
だ
と
い
う
。
庶
民
の
た
め
の
プ
チ
豪
華
な
寝
台
列
車
が
、
庶
民
に
は

手
の
届
か
な
い
超
豪
華
な
ク
ル
ー
ズ
列
車
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
道
を
譲
る
の
も
、
逆
ら
え
な
い
時
代
の
流
れ

と
い
う
わ
け
か
。

* 
* 
* 
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と
こ
ろ
で
、
上
述
の
西
村
京
太
郎
『
豪
華
特
急
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
殺
人
事
件
」
に
お
け
る
五
号
室
「
ロ
イ
ヤ

ル
」
の
内
部
描
写
は
か
な
り
具
体
的
で
、
室
内
に
「
肘
掛
け
っ
き
の
回
転
椅
子
」
が
置
い
て
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
座
っ
た
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
同
室
の
そ
の
椅
子
は
、
回
転
し
な
い
布
張
り
の
椅

子
だ
っ
た
(
図
3
)
。
四
半
世
紀
の
間
に
椅
子
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
寝
台
特
急
「
北
斗

星
」
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
ル

l
ム
の
内
装
と
混
同
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
間
違
い
探
し
も
、
実
際
に
乗
車

し
て
こ
そ
味
わ
え
る
、
い
う
な
れ
ば
比
較
文
学
文
化
の
一
路
線
だ
。

さ
て
、
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
乗
車
よ
り
遡
る
こ
と
約
一
年
。
二

O
一
一
二
年
九
月
二
九
日
一
七
時
一
二
分
、
青

い
二
台
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
引
か
れ
た
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
上
野
行
き
が
、
札
幌
駅
四
番
線
か
ら
定

刻
通
り
発
車
し
た
。
上
野
ま
で
二
二
四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
六
時
間
二
六
分
か
け
て
走
る
、
恐
ら
く

最
後
の
ブ
ル

l
ト
レ
イ
ン
で
あ
り
(
図
ロ
)
、
そ
の
一

O
号
車
一
一
番
個
室
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
は
、
「
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
」
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
と
本
当
に
よ
く
似
た
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
付
き
の

A
寝
台
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
、
テ

ー
ブ
ル
、
テ
レ
ピ
、
そ
し
て
一
人
用
の
肘
掛
け
椅
子
(
図
日
)
。
実
は
こ
ち
ら
の
方
が
、
昭
和
の
純
喫
茶
や
パ

l
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
よ
く
見
か
け
た
回
転
式
の
椅
子
だ
っ
た
の
だ
。
部
屋
の
壁
に
設
置
さ
れ
た
掃
除
機
の
ホ

ー
ス
の
よ
う
な
蛇
腹
式
ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
陽
に
焼
け
た
カ
ー
テ
ン
が
、
昭
和
レ
ト
ロ
へ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の

-6-



図12r北斗星jの電気機関車。上野
駅にて。

図13 r北斗星Jの「ロイヤルJ11号
室。ベッドは引き出し式。椅子を、図
3の「トワイライトJの「ロイヤルJ
と比較してみてほしい。

図14r北斗星j食堂車「グラン・シ
ャリオj。

よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
一
九
八
八
年
三
月
の
バ
ブ
ル
な
頃
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

開
通
と
共
に
誕
生
し
た
昭
和
の
「
北
斗
星
」
は
、
平
成
の
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
よ
り
一
つ
年
上
、
東
京
ド
ー

ム
や
瀬
戸
大
橋
と
は
同
い
年
で
あ
る
。
発
車
直
後
に
届
け
ら
れ
た
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
の
ト
レ
ー
に
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
お
茶
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
に
氷
ま
で
が
て
ん
こ
盛
り
で
、
水
割
り
片
手
に
タ

バ
コ
を
慎
ら
せ
書
類
に
目
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
出
張
途
中
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
姿
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
だ

つ
た
。
実
は
、
「
北
斗
星
」
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
室
内
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
い
の
だ
(
シ
ェ

l
パ
l
用
が
水
回

り
空
間
に
一
つ
だ
け
)
o
p
C
や
ス
マ
ホ
の
充
電
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
時
代
の
名
残
が
こ
こ
に
あ
る
。

グ

ラ

ン

シ

ャ

リ

オ

七
号
車
「
の
同
〉
Z
ロ
(
U

出
〉
自
O
H，
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
北
斗
七
星
」
と
い
う
意
味
の
食
堂
車
で
あ
る

(
図
日
)
。
子
ど
も
の
頃
よ
く
行
っ
た
デ
パ
ー
ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
和
食
「
北
斗
星
懐

石
御
膳
」
を
食
し
な
が
ら
、
函
館
ま
で
の
海
辺
の
夕
暮
れ
を
楽
し
ん
だ
。
出
発
か
ら
約
四
時
間
か
け
て
画
館

に
到
着
し
、
そ
こ
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
用
の
機
関
車
に
付
け
替
え
ら
れ
る
。
江
差
線
、
海
峡
線
、
津
軽
線
の
順

番
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
青
森
に
到
着
し
、
再
び
本
州
用
の
電
気
機
関
車
に
付
け
替
え
ら
れ
る
の
は
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
北
斗
星
」
は
こ
こ
か
ら
青
い
森
鉄
道
を
通
り
太
平
洋
側
へ
と
抜
け
て
い

く
の
だ
。
函
館
の
次
の
停
車
駅
は
仙
台
四
時
五
三
分
。
う
と
う
と
し
な
が
ら
も
こ
の
時
思
い
浮
か
べ
た
の
が
、

二
時
間
ド
ラ
マ
「
西
村
京
太
郎
ト
ラ
ベ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
五
五
寝
台
特
急
カ
シ
オ
ベ
ア
殺
人
事
件
」
の
ワ
ン
シ

ー
ン
で
あ
っ
た
。
札
幌
発
上
野
行
き
の
寝
台
特
急
「
カ
シ
オ
ベ
ア
」
に
乗
車
し
た
十
津
川
警
部
夫
人
の
直
子

が
車
内
で
誘
拐
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
指
示
と
共
に
十
津
川
警
部
が
途
中
の
画
館
駅
で
下
車
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
妻
の
無
事
が
確
認
さ
れ
、
数
十
分
後
に
同
じ
く
函
館
に
停
車
し
た
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
に

乗
っ
て
、
「
カ
シ
オ
ベ
ア
」
を
追
い
か
け
る
と
い
う
シ

l
ン
で
あ
る
。

「
北
斗
星
」
が
実
際
に
函
館
を
発
車
し
た
時
刻
は
一
二
時
四
九
分
。
そ
の
少
し
前
の
一
二
時
一
三
分
、
同
路

線
を
同
じ
く
上
野
へ
と
走
行
す
る
寝
台
特
急
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
が
確
か
に
函
館
か
ら
発
車
し
て
い
た
。
そ
の

実
地
調
査
が
実
現
し
た
の
が
、
二

O
一
四
年
三
月
二
六
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
無
類
の
西
村
京
太
郎
好
き
の
母

の
た
め
に
、
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
上
野
|
札
幌
間
往
復
の
旅
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
筆
者
が
、
喜
ん
で
そ
れ
に
同
行

し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
前
日
上
野
を
出
発
し
た
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
下
り
に
乗
、
っ
て
)
一
一
{
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図15 Iカシオペアjの通常個室「ツインj。紫地に幾何学模様の
ベッドが手前にもう一つある。この二階個室は上部がボディにそ
って湾曲している。他方一階個室の方は、下部がボディにそって
閉じく湾曲しているため少々狭く感じられる。

図16 Iカシオペアjの電気機関車。
上野駅13番線にて。，)

六
日
午
前
一

O
時
過
ぎ
に
札
幌
駅
に
延
着
し
た
我
々
は
、
約
五
時
間
後
の
一
六
時
二
一
分
、
札
幌
駅
四
番
線

か
ら
発
車
す
る
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
上
野
行
き
に
乗
車
し
て
い
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
前
に
し
た
一
九
九
九
年
七

月
に
開
業
し
た
寝
台
特
急
「
カ
シ
オ
ベ
ア
」
は
、
全
車
両
A
寝
台
二
人
用
個
室
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
寝
台
列
車

で
あ
る
。
一
、
二
号
車
に
は
「
展
望
ス
イ
I
ト
」
と
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
「
ス
イ
l
ト
」
等
計
八
室
が
、
四

号
車
か
ら
一
一
号
車
ま
で
は
、
「
ツ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ト
イ
レ
・
洗
面
台
付
き
通
常
個
室
が
一
車
両
八
か
ら

一
O
部
屋
の
割
合
で
配
さ
れ
て
い
る
。
通
常
個
室
は
二
階
と
一
階
に
分
離
し
た
天
井
の
低
い
縦
長
三
畳
程
の

空
間
で
あ
り
、
我
々
は
牲
路
下
り
で
「
一
階
個
室
」
、
復
路
上
り
で
「
二
階
個
室
」
と
双
方
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
(
図
日
)
。
「
北
斗
星
」
が
ブ
ル

l
ト
レ
イ
ン
の
ブ
ル

l
ボ
デ
ィ
な
ら
、
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
は
近
未
来
的

イ
メ
ー
ジ
と
も
い
え
る
シ
ル
バ
ー
に
五
本
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ユ
な
外
装
で
あ
る
(
図
凶
)
。
二
一

号
車
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
無
駄
の
な
い
機
能
的
な
間
接
照
明
に
、
緑
の
椅
子
と
紫
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
「
都
会

派
」
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
「
カ
シ
オ
ベ
ア
」
に
二
泊
し
て
「
西
村
京
太
郎
ご
っ
こ
」
を
す
れ
ば
母
も

大
満
足
。
翌
二
七
日
九
時
二
五
分
、
定
刻
通
り
上
野
に
到
着
し
た
母
は
、
そ
の
ま
ま
新
幹
線
で
博
多
へ
と
帰

っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
収
集
癖
の
あ
る
筆
者
は
と
い
え
ば
、
あ
る
理
由
で
大
満
足
に
は
達
し
て
い
な
い
。
実

は
、
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
付
き
個
室
に
乗
車
し
た
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
と
「
北
斗
星
」
で
は
、
列
車
マ

l
ク

入
り
の
ア
メ
ニ
テ
イ
グ
ッ
ズ
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
(
園
口
、
時
)
、
シ
ャ
ワ
ー
付
き
で
は
な
か

っ
た
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
の
同
種
ア
メ
ニ
テ
イ
は
、
残
念
な
が
ら
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
だ
「
カ
シ
オ

ベ
ア
」
が
走
っ
て
い
る
う
ち
に
、
再
び
親
孝
行
と
称
し
「
ス
イ
l
ト
」
に
乗
車
し
て
今
度
こ
そ
、
札
幌
駅
四

番
線
か
ら
発
車
す
る
寝
台
列
車
ト
リ
オ
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
し
た
い
も
の
で

あ
る
(
図
叩
)
。

最
後
に
:
:
:
「
北
斗
星
」
と
同
じ
年
に
生
ま
れ
、
「
北
斗
星
」
と
共
に
引
退
が
危
ぶ
ま
れ
た
列
車
が
あ
る
。

札
幌
l

青
森
聞
を
八
時
間
弱
で
結
ぶ
夜
行
寝
台
列
車
「
は
ま
な
す
」
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
と
共
に
廃
止
と
な

っ
た
青
函
連
絡
船
の
「
夜
行
船
」
の
代
わ
り
に
運
行
を
開
始
し
た
こ
の
列
車
も
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
電
圧
変
更

等
の
理
由
で
廃
止
説
が
さ
さ
や
か
れ
た
が
、
北
海
道
新
幹
線
開
通
ま
で
も
う
少
し
だ
け
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ツ
ク

で
「
庶
民
派
」
な
寝
台
列
車
の
旅
を
提
供
し
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。
ぜ
ひ
近
い
う
ち
に
:
:
:
。

(143) -8-



図18 ["トワイライトエクスプレスj 図17 ["北斗星Jの部屋に付いていた
の部屋に付いていたアメニティのポアメニティのポーチ。ヘッドマークと
ーチ。ボディのマークと同じマーク同じマークがプリントされている。
がプリントされている。

図19.札幌駅4番線の風景(頭上)0 ["北斗星」の乗車
口板も少し離れた所にある。
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